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私は3級障害人で旦那も6級の障害を持っていて共に

体が不便です。 

私の実家はソウルで父親と舅が話しあってお見合い

で24歳に結婚してアンヤンに引っ越しして住むように

なりました。 

  結婚を決心するときにも苦難を覚悟をして大変

でも乗り越えると思いましたが、結婚してみたら障害

を持って舅姑を仕えるのがやさしい事ではなかったで

す。日々生きるのが大変で死にそうだったです。そう

するうちに恵みと真理教会の区域長が隣の家に引っ越

しをして来て私を伝道しました。 

イエス様を受け入れた後暗闇の中でいた私の人生に

光明を見出しました。心と体が大変で涙で歳月を送っ

ていた私が世から得られない神様の愛とイエス様の恵

みを悟りました。悲しみと苦痛の涙が大きい喜びと感

謝の涙で変わりました。生きる理由と目的が出来て礼

拝して祈って御言葉を黙想する時間が大事でした。神

様の子供になって神様に礼拝を捧げ当会長の牧師の説

教を聴くと感動になって心が喜びで満たされ、賛美を

歌うとその心に聖霊の慰めと神様の平安が望まれ幸せ

でした。たとえ、不便な体ですが神様が教会と牧師を

通して与えてくださる恵みに感謝し教会を仕え奉仕し

ながらもっと熱心に信仰生活をしたくなりました。姑

が酷い言葉で迫害して私を苦しめましたが、十字架で

血を流して私の罪の赦してくださり、私を救ってくだ

さったイエス様を考えて忍耐して乗り越えました。教

会の食堂と掃除部で熱心に奉仕しました。教会と礼拝

のため奉仕する多くの奉仕者達が美味しくて衛生的な

食事をしてまた、礼拝に参席する聖徒達がすべて私の

ように御言葉に大きく恵みを受けて祈りに答えられる

幸せを享受するように祈って、祈りに答えられる喜び

の心で奉仕しました。そのように熱心に献身と奉仕す

る信仰生活をすると神様は私の口を開いてくださいま

した。障害で発音もまともにできなかった私がまとも

に話できるようになったのです。この恵みを体験した

私は生活の苦難と姑の迫害の中でパニック障害や貧血

も神様が治療してくださる望みを持つようになりまし

た。 特に私は貧血症状で何度も倒れました。 

イエス様を初めて信じて私の魂が救われ病気と障害

がない神霊な体で苦痛と悲しみがない天国で永遠に生

きることが限りない感謝でした。これからは私を治療

してくださる神様を仰ぎながら治療の恵みを求めまし

た。‟ 恐れることはない、わたしはあなたと共にいる

神。たじろぐな、わたしはあなたの神。勢いを与えて

あなたを助け／わたしの救いの右の手であなたを支え

る。”（イザヤ書４１：１０）御言葉を信じて姑が変

化するため涙を流しながら祈りました。 すると驚く

な事が起きました。私の心がいつも強く大胆になり貧

血の症状が急に倒れることがなくなりました。 姑の

心も変化されました。そのように堅かった心がまるで

天使のように優しくて柔らかくなりました。神様に対

して心が開かれ私が信仰生活をするように助けてくだ

さいました。神様の恵みを考えると感激して涙が出ま

す。私に対する神様の溢れる愛と恵みに感謝します。

健康な人でも享受されない活力を与えてくださった神

さま、全ての悪い状況を勝つように新しい力を下さる

神様に感謝します。天国の希望で充満になって明日を

期待し常に感謝するように良い御言葉を下さって溢れ

る恵みを下さる神様、心の奥から出る感謝と賛美をさ

さげます。主に呼ばれるその日まで相変わらず神様を

畏れ愛し主を仕える生活をします。良い私の主神様に

感謝また感謝をささげます。ハレルヤ！ 

 

 

 

 

 

"...体のよみがえり、とこしえの命を信ず、アメーン。

"(使徒信条) 

 

使徒信条の最後の部分を五つに区分して調べてみます。 

第一、'聖なる公同の教会"に関して調べてみましょう。 

'聖なる公同の教会は '英語で  ‘ Holy catholic 

church’であり'church'は'普遍的、宇宙的'という意

味があります。教会がとても広い領域に拡大されるの

を意味します。"ただ、聖霊があなたがたにくだる時、

あなたがたは力を受けて、エルサレム、ユダヤとサマ

リヤの全土、さらに地のはてまで、わたしの証人とな

るであろう"と言われたイエス様のお言葉はキリスト

の教会が広範囲な時代と地域、人種を含めることを表

しています。教会とは神様によってこの世でお呼びを

うけて主イエスキリストに属した人々の集まりを意味

します。神様のお呼びを受けてキリストイエスの中に

入ると聖なる人になり、聖なる公会に属するようにな

ります。 

第二、"聖徒の交わり"に関して調べてみましょう。 

聖徒の交わりとは親密に交際をして協力し共に神様に

仕えることを意味します。聖徒が他の聖徒を忌避して

一人で信仰生活をすることは聖書の教えに反すること

です。その理由は聖徒に対する様々な名称に良く表れ

ています。聖徒は'神様の家族'であります。聖徒は'

神様の家'です。聖徒は'キリストの体'です。私達は

キリストの体であり肢体であるので集まるべきで交わ

らなければなりません。集まって礼拝して親交をしな

がら奉仕すべきです。聖徒達が集まってお互いに交わ

ると主が私達の中におられます。聖徒達が集まり論議

して決定すると天におられる父なる神様が叶えられる

ようにしてくださいます。聖徒達が集まってお祈りす

る時に神様が応答してくださいます。 

第三、"罪の許し"に関して調べてみます。 

私達が罪の許しを信じる根拠はイエスキリストの聖肉

親と生涯、そして死と復活、昇天にあります。知性と

教養を兼ねて慈善と救済に励み、歴史に記録される程

の業績を残しても神様から罪の許しを受けられなかっ

た人は神様の怒りと審判から免れることができません。

イエスキリストによる罪の許しの福音を信じるか拒否

するかそれは各自の自由です。しかし、その選択の結

果は天国と地獄の差をもたらします。 

第四、"体のよみがえり"に関して調べてみます。 

死ぬと朽ちる体でありますが、私達の体は軽蔑の対象

ではありません。私達の体が死んでいかなる状態であ

ってもイエスキリストが降臨なさる時に再び生きるよ

うになります。"体のよみがえりを信じます"とうい信

仰告白は聖書に予言されて約束されたお言葉に基づく

ことです。イエスキリストの復活は私達が体の復活を

信じる最も確実な根拠であります。"私達の体がどの

ような姿で復活するか?"という質問に対する答えがコ

リントの信徒への手紙一 15 章にあります。"そのよう

なことがいつ起きますか?"という質問に対する答えは

テサロニケ人への第一の手紙 4 章にあります。イエス

様が空中再臨なさる時、死んだ者達がお墓から起きて

生き残った私達も瞬時に変化されて雲の中に引き上げ

られ空中で主を迎接するでしょう。 

第五、"とこしえの命を信ず"に関して調べてみます。 

聖徒達が永遠に生きることは神様が与えてくださる最

大の約束であり、最上のプレゼントです。イエスキリ

ストを信じさえすればとこしえの命を得て、新たな天

と新たな地、新たなエルサレムで愛する主と共に永遠

に生きるようになります。イエスキリストを信じない

人は希望に満ちている未来がない人です。もし自分な

りに未来に対する希望を持っているとしてもその全て

のことは空しいことです。イエスキリストを信じる人

にはこの世の何事にも比較できない燦爛としている未

来が約束されています。その約束は復活と天国、報い

に対することです。 

使徒信条の内容を知るだけでは十分ではありません。

信じるべきで他の人の前で話すことができなければな

りません。信仰告白は有益な結果をもたらします。信

仰を告白すると信仰が固くなり、サタンの讒訴(ざん

そ)を防ぎ、神様を喜ばせます。皆さんは使徒信条を

暗唱する時、その意味を吟味する楽しみが充満である

よう祝福します。 

 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  

 

[証]         私が今日礼拝する幸せで充満にしてくださり、 

障害がある体で教会と聖徒を仕えるように恵みを与えてくだった神様に感謝します 

[信仰コラム]                私は信じます 
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苦難と繁栄と疾病この三種類は誰も一生を通じ

て経験するようになる事なのでこんなことをど

のように対処するはずなのかを学ばなければな

りません。  苦難と繁栄と疾病に対して誰も繁

栄は有益で苦難と疾病は有害であると判断する

でしょう。   しかし必ずそうなことではないで

す。  その状況をどのように受け入れながら対

処するかによって及ぶ影響と結果がとても違う

ことができます。  与えられた状況よりもっと

重要なことはそれを対処する方法です。  今日

の本文はその対処方法に対して私たちに非常に

貴重な知恵と知識を提供しています。  “あな

たがたの中に、苦しんでいる者があるか。その

人は、祈るがよい。喜んでいる者があるか。そ

の人は、さんびするがよい。あなたがたの中に、

病んでいる者があるか。その人は、教会の長老

たちを招き、主の御名によって、オリブ油を注

いで祈ってもらうがよい。”  (ヤコブの手紙 

5:13,14). 

 

 

第一、苦難された人は祈りなさいとお
っしゃいました。 
 

一生涯に苦難を全然経験しない人は一人もいな

いです。  聖書に記録された傑出した偉人の中

にも例外がないです。  ヨブは純然で正直で神

様を敬い畏れて悪から去った者だったし、他人

達がすべてうらやむほど裕福でした。  ところ

で天災地変と盗賊の群れの襲撃で  しもべ  と羊

の群れが死にました。  泣き面に蜂でヨブのお

子さん皆が家が崩れて没死しました。  そこに

ヨブの身には悪瘡が出る形言しにくい位苦痛に

あいました。  モセは王宮で育ったが同族の裏

切りでミディアンの荒野へ逃避しました。  そ

の日から  40 年間羊飼いで暮しました。  80 歳

に神様に招きを受けてエジプトの王の手からイ

スラエル民を救出し出したが硬い民によってガ

ナアンに入ることができずに  40 年間荒野で過

ごさなければならなかったです。  ダビテはサ

ウル王のねたみによって長期間逃避生活をしま

した。  王になった後にも戦地で暮すようにし

ました。  晩年には彼の息子アブサルロムの反

逆で王宮を捨てて逃げださなければならなかっ

たです。  これらは光栄と尊貴を享受したりし

たが極甚な苦難を経験したりしました。  苦難

を免除されて生まれた人は誰もいないです。 

人々が苦難を対応する態度を何種類で分けて見

ます。  第一は、不満がいっぱいになって歎息

してぐずぐず言いながら生きて行く人がいます。 

二番目は、享楽を追い求めるので苦痛を忘れよ

うと思う人がいます。  三番目は、道を磨いて

修養して乗り越えようとする人がいます。  第

四、宿命に思って諦めながら生きて行く人がい

ます。  五番目  神様の御旨だと心に刻んでお

いてしまう人がいます。しかし聖書には  “苦

難された人は祈りなさい。” としました。  イ

エスキリストの名前で全能な神様に祈りなさい

というお話です。  イエスキリストを信じれば

神様の子に生まれるようになって神様を父と呼

びます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だから子がお父さんに助けを要請するようにお

父さん神様に祈らなければなりません。  苦難

の中に祈れば神様の慰労が臨みます。  乗り越

えることができる力が注がれます。  苦難の中

に祈れば神様がすべてのものが合力して善を成

すようにします。  問題の解決のために奇蹟を

施します。  苦難が光栄になって有益になるよ

うに摂理します。  聖徒の皆さんは苦難にあう

時神様の助けを求める祈祷として対処してくだ

さい。 

 

 

第二、楽しがる人は讃尿しなさいとお
っしゃいました。 
 

誰も自分の計画するところが成り立って仕事が

順調に進行されれば心が楽しいです。  だから

楽しがる人と言うのは仕事が順調に進行されて

いる人を意味します。  万事が思うようになる

とか盛んになる状態にある人を意味します。 

ところでこの時に我に返らなければなりません。 

万事が意のようになれば自信感が度が外れて者

ぶりにぬけやすいです。  そのようになれば神

様を頼らないで自分の知恵と力を誇って頼るよ

うになります。  盛んであるならば俗事が忙し

すぎて楽しさがあって信仰生活がゆるみするよ

うになりやすいです。  来なさいというところ

が多くて行く所が多くなります。それによって

礼拝をなおざりにするようになって主の仕事に

力をつくさないです。  神様を仕えなさいと下

さった健康と才能と名声と権勢と物質を肉身の

仕事のために使います。 

心の楽しい人は讃尿しなさいと言ったが  ここ

には二つの意味があります。      第一は、

すべての光栄を神様に帰しなさいという意味で

す。  二番目は、信仰生活にもっと力をつくし

なさいという意味です。  讃尿は礼拝において

必須な要素です。  だから礼拝に力をつくしな

さいという教訓です。  そして神様に差し上げ

て主の仕事に力をつくさなければなりません。 

皆さんは仕事が順調で万事が意のようになると

か盛んになったら神様が下さった手段と機会に

思って以前よりもっと熱心に礼拝させていただ

いて主の仕事に力をつくしてください。 

 

 

第三、病んだ者がいればいやされるた
めに祈りなさいとおっしゃいました。 
 

人々は健康を大事に分かっていつも元気で生き

るように願うがその願いどおりならないです。 

この世の中に生きる間には疾病の脅威ですっか

り解放された人は誰もいないです。  ところで

聖書をよく見れば驚くべきな事実が分かるよう

になります。神様は私たちが元気なのを願って

また私たちの病気を癒やしてくださるという事

実です。  それだけでなくイエスキリストを信

じる者には病気癒やす賜物と使命をくださった

という事実です。  イエス様  の三年半にかけ

た公生涯の活動の記録の中に三分の二は病んだ

者を癒やす話です。  イエス様は病気の癒すの

ために出た人をすべて癒やしました。  イエス

様は私たちのすべての罪をあがないしようと十

字架に釘付けられなくてたまらなかったです。 

それだけではなくそのあがないの恵みの中では

私たちを疾病とそれによる苦痛から救われるた

めなことも含まれています。イザヤ 53 章に記

録されるのを  “しかし彼はわれわれのとがの

ために傷つけられ、われわれの不義のために砕

かれたのだ。彼はみずから懲らしめをうけて、

われわれに平安を与え、その打たれた傷によっ

て、われわれはいやされたのだ。” (イザヤ書 

53:5) しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエス様は復活して天に昇る直前に彼に従う

人々に言いつけて約束するのを    “そして

彼らに言われた、「全世界に出て行って、すべ

ての造られたものに福音を宣べ伝えよ。信じて

バプテスマを受ける者は救われる。しかし、不

信仰の者は罪に定められる。信じる者には、こ

のようなしるしが伴う。すなわち、彼らはわた

しの名で悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、

へびをつかむであろう。また、毒を飲んでも、

決して害を受けない。病人に手をおけば、いや

される」。” (マルコによる福音書 16:15～ 18) 

しました。  初めの教会はイエス様の命令に従

順して病気の癒し使命をよく遂行しました。 

イエス様の弟子が逼迫を受ける時も一緒に集ま

って切に祈るのを  “  主よ、いま、彼らの脅

迫に目をとめ、僕たちに、思い切って大胆に御

言葉を語らせて下さい。そしてみ手を伸ばして

いやしをなし、聖なる僕イエスの名によって、

しるしと奇跡とを行わせて下さい」”（  使徒

行伝 , 4 ：２９，３０）しました。  使徒は神

様のお話を胆大に伝えることができるようにな

るのを祈る一方いやしと奇跡のためにも切に求

めました。  教会と聖徒はいやしの福音を伝え

る使命をくださった神様の命令に従順しなけれ

ばなりません。  神様が福音を伝えて病んだ者

をいやしなさいとこまごまおっしゃったので論

難する余地もなく絶対従うべきです。 

イエス様は彼に出て来る病んだ者をすべていや

しました。  ところで私たちが祈れば病んだ者

が例外なしにすべて癒やすではないです。  私

たちはその理由がすべて分かることができない

です。  しかし治癒のために全心で祈った人は

どんな結果でも神様の決定で受けて差し上げる

ことができるようになります。  病気いやしの

ために祈れば多くの種類の変化が起きます。 

1) 苦痛が止めるようになります。  2) 化学療

法や放射線治療の副作用が除去されるとか軽減

されます。  3) 病気の進行が中止されます。  

4) 徐々に癒される場合が多いです。  5) 時に

は即時に癒されます。  6) 寿命が延長されます。 

聖書には健康維持と疾病治癒のためにいやしの

祈祷とともに私たちが実践して適用しなければ

ならないことに対して多方面で記録しておきま

した。  聖書には節制する生活、清潔な生活に

力をつくすように強調して教えています。  心

を治めなさいと言いました。  箴言 , 4 章  23

節に  “油断することなく、あなたの心を守れ、

命の泉は、これから流れ出るからである。” 

と言いました。 

 

私たちが世の中を生きる間に苦難を受ける時と

万事が意のようになる時そして病んだ時どのよ

うに対処するはずなのかをよく見ました。  ど

の状況でも私たちが神様にもっと身近に進む機

会になることができます。  苦難されれば神様

にもっとたくさん祈ってください。  万事が意

のようになって楽しい時には神様にもっとたく

さん差し上げてください。  病めば神様に病気

いやしてくださるのを信仰で切に求めてくださ

い。  病んだ者のために祈ってください。  そし

て皆さんが当面する苦難と繁栄と疾病が神様の

善良さと権能と信実するに対する体験を増大さ

せるきっかけにならせて、神様ともっと深くて

豊富な交わりを持つようになる機会にするよう

に願います。 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

苦難と繁栄と疾病をこんなに対処しなさい 

 


